
１ 

 

みえ福祉の「わ」創造事業 平成２９年度事業報告・決算書 

 

【事業報告】 

 

【参画法人の概況】 

参画法人の推移 新規参画法人数 脱退法人数 参画法人数 備考 

平成 28年度 １６７ ０ １６７  

平成 29年度 ２ ５ １６４  

平成 30年度 ４ ２ １６６ ２法人再参画 

 ※確定分のみ記載 

 

参画口数の推移 参画口数 備考 

平成 28年度 ７７４  

平成 29年度 ６８０  

平成 30年度 ６３１ 参画口数確認分のみ 

 
１ 具体的な支援の開発と実施 

（１）生活困窮者支援緊急食糧提供事業の実施 

 平成２９年度延べ実績   １，０８０件 

 
 

（２）緊急時物品等支援事業の実施 

平成２９年度延べ実績      ７７件 
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（３）生活困窮者就労活動支援事業の実施 

平成２９年度延べ実績    ２７９行程（活動理由別 延べ１４８件） 

 

 
 

（４）賃貸住宅入居保証事業の検討及び実施 

    平成２９年９月１日から事業開始。 １件 

 

（５）その他「制度の狭間の課題」に対応する事業の開発 

    地域公益活動広域連携助成事業（平成３０年度） 

    災害派遣助成事業      （平成３０年度～） 

 

２ 社会福祉法人の公益活動に関する情報発信 

（１）みえ福祉の「わ」創造事業の周知 

   みえ福祉の「わ」創造事業１周年記念大会 

    平成２９年 ７月 ７日 ／ 三重県人権センター 多目的ホール 

記念講演 「地域社会における社会福祉法人の価値」 

講師 関西学院大学名誉教授  牧里 毎治 氏 

     実践発表  社会福祉法人 鈴鹿福祉会  服部 昭博 氏 

           社会福祉法人 青山福祉会  福嶋 敏明 氏 

 

 

（２）社会福祉法人の公益的な取組の発信 

   ホームページをリニューアルし、新規事業の追加、検索機能の充実等を行った。 

 

３ みえ福祉の「わ」創造基金の造成と事業運営委員会の運営 

（１）みえ福祉の「わ」創造基金の造成と運営 

   平成２９年度造成基金額 ６，８００，０００円（６８０口） 

 

（２）みえ福祉の「わ」創造事業運営委員会の運営 

第１回 平成２９年 ６月２１日 ／ 三重県社会福祉会館 大会議室 

第２回 平成２９年１２月 ４日 ／ 三重県社会福祉会館 研修室２ 

第３回 平成３０年 ３月 ８日 ／ 三重県社会福祉会館 研修室１ 
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事業評価 

１ 平成２８年４月の改正社会福祉法の一部施行により、地域における公

益的な取り組みが社会福祉法人の責務として位置づけられました。この

ことを受けて、県域における「制度の狭間の課題」を解決するための地

域公益活動を行う仕組みとして、みえ福祉の「わ」創造事業を平成２８

年度から展開しています。 

県内全社会福祉法人の過半数にあたる１６４法人の参画を得て、昨年

度からの生活困窮者支援のための３事業に加え、４つ目の事業として本

年９月から賃貸住宅入居保証事業の事業化を行うことができました。 

また、平成３０年度から災害派遣助成事業の創設と地域公益活動広域

連携助成事業（単年度事業）を実施することになりました。 

 

２ 三重県社会福祉法人地域公益活動「みえ福祉の『わ』創造事業」専用

のホームページを更新し、参画法人の取り組みを実施項目ごとに検索で

きるようリニューアルすることで、社会福祉法人の公益的な取り組みの

情報公開をさらに充実させることができました。 

 

３ 県内全社会福祉法人の過半数にあたる１６４法人から全６８０口（１

口１万円）の参画を得て、基金を造成することができました。 

 

今後の課題 

参画法人については新規加入と脱退の両方があり、微減となったことか

ら、事業の意義を広く周知し、一つでも多くの社会福祉法人に参画してい

ただけるよう、啓発活動の強化が求められます。 

多くの社会福祉法人の参画により、財政面でも安定してきたことから、

制度の狭間の課題解決に向けた新規事業のさらなる開発や既存事業の見直

しが必要です。  
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【決算】 

（収入の部）
当年度
決算額

前年度
決算額

差異 備考

前年度繰越金収入 4,159,910 0 4,159,910

みえ福祉の「わ」参画会費収入 6,800,000 7,740,000 △ 940,000 参画口数の減

（収入の部　計） 10,959,910 7,740,000 3,219,910

（支出の部） 0

事業費支出 2,798,460 3,409,436 △ 610,976

　緊急食糧提供事業支出 1,976,552 1,971,780 4,772

　緊急時物品等支援事業支出 299,000 267,978 31,022

　就労活動支援事業支出 110,760 46,560 64,200

　賃貸住宅入居保証事業支出 59,960 0 59,960 Ｈ29年度新規

　みえ福祉の「わ」創造事業大会支出 184,788 237,160 △ 52,372

　みえ福祉の「わ」創造事業運営費支出 167,400 885,958 △ 718,558 HP関連経費の減

事務費支出 267,252 170,654 96,598

　事務消耗品費支出 80,000 21,130 58,870

　印刷製本費支出 35,640 88,560 △ 52,920 封筒印刷費の減

　通信運搬費支出 92,568 16,468 76,100

　賃借料支出 8,500 0 8,500 運営委員会会場
借入料の増

　手数料支出 50,544 44,496 6,048

（支出の部　計） 3,065,712 3,580,090 △ 514,378

【次年度繰越金】 7,894,198 4,159,910 3,734,288
 

 


